
令和５年 ３月定例議会号令和５年 ３月定例議会号

議会だより　134 号議会だより　134 号 ６７

令和５年度　各会計当初予算

　 会 計 区 分 　
　 ５ 年 度 　
　 当 初 予 算　

　 ４ 年 度 　
　 当 初 予 算　

　 対 前 年 度　
　 増 減 額　

増 減 率

　 一 般 会 計 　 58 億 4670 万円 55 億 7908 万円 2 億 6762 万円 4.8％

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 8 億   389 万円 8 億 1412 万円 ▲ 1023 万円 ▲ 1.3％

介 護 保 険 5 億 1881 万円  5 億 2592 万円 ▲ 711 万円 ▲ 1.4％

介護サービス事業 2 億 6252 万円 2 億 5496 万円 756 万円 3.0％

後 期 高 齢 者 医 療 9510 万円 8960 万円 550 万円 6.1％

簡 易 水 道   0 万円  5 億 1263 万円 ▲ 5 億 1263 万円 ▲ 100.0％

公 共 下 水 道 0 万円  3 億 3440 万円 ▲ 3 億 3440 万円 ▲ 100.0％

企
業
会
計

簡 易 水 道 事 業 4 億 8860 万円 0 万円 4 億 8860 万円 100.0％

公 共 下 水 道 事 業 2 億 9240 万円 0 万円 2 億 9240 万円 100.0％

合　　　計 83 億   802 万円 81 億 1071 万円 1 億 9731 万円 2.4％

予
算
特
別
委
員
会　

３
月
９
日
・
10
日

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
、
次
の
当
初
予
算
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

■
令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険

 
 

特
別
会
計
予
算

■
令
和
５
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
予
算

■
令
和
５
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス

　

事
業
特
別
会
計
予
算

■
令
和
５
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　

特
別
会
計
予
算

■
令
和
５
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

会
計
予
算

■
令
和
５
年
度
公
共
下
水
道
事
業

　

会
計
予
算

　

提
案
さ
れ
た
各
会
計
予
算
に
つ
い

て
、
議
長
を
除
く
８
名
の
議
員
で
構

成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
付
託
し
て
審
議
を
行
う
こ
と
を

決
め
、
９
日
に
開
催
さ
れ
た
特
別
委

員
会
で
は
委
員
長
に
小
松
委
員
、
副

委
員
長
に
但
木
委
員
を
選
任
し
、
10

日
に
集
中
審
議
を
行
っ
た
結
果
、
原

案
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
13
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
小
松
委
員
長
よ
り
審
査
結
果
報

告
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

予算

特別委員会

委員長報告

（要旨）

　

町
総
合
計
画
な
ど
の
諸
計
画
と
整

合
性
を
図
っ
た
予
算
編
成
で
あ
る

か
、
町
の
現
状
を
踏
ま
え
住
民
福
祉

の
向
上
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
か
、

コ
ロ
ナ
禍
等
の
影
響
も
あ
り
財
政
状

況
が
厳
し
い
中
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
が
図
ら
れ
る
施
策
・
事
業

と
な
っ
て
い
る
か
な
ど
に
重
点
を
お

き
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
予
算
の
43
％
を
占
め

る
地
方
交
付
税
は
前
年
度
同
額
を
見

込
ん
で
い
ま
す
が
、
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
は
各
種
基
金
の
繰
り
入
れ
に
よ
り

図
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
新
た
な
行
政
課
題
も
考
慮
し
、
事

業
の
必
要
性
・
妥
当
性
に
十
分
な
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
と
人
口
減
少
の
克
服

は
、
国
・
地
方
自
治
体
に
お
い
て
最

重
要
課
題
で
あ
り
、
地
方
が
自
ら
の

判
断
と
責
任
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
課

題
に
取
り
組
み
、
緊
急
性
・
将
来
性
・

効
率
性
な
ど
十
分
な
精
査
を
行
い
な

が
ら
、
安
定
的
な
財
政
運
営
と
安
全

で
安
心
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
願

い
ま
す
。

ことしの主な事業
公共施設の設備更新・改修をはじめ
　新たな地域振興対策事業など幅広く実施

令和５年度 当初予算

まちの予算をみる特集

一般会計は前年度比プラス 4.8％  2 億 6762 万円の増額

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
生
活
の
正

常
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
中
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
背
景
と
し
た

国
際
的
な
原
材
料
価
格
の
上
昇
や
円

安
の
影
響
等
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

食
糧
価
格
の
高
騰
な
ど
、
厳
し
い
社

会
経
済
情
勢
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
利
用
す
る
各
施
設
の
整
備
を
は

じ
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
増
員
を
図
り
、
町

の
活
性
化
に
向
け
た
新
た
な
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

●
温
水
プ
ー
ル
タ
イ
ル
張
替
工
事

　

経
年
劣
化
し
た
プ
ー
ル
槽
、
プ
ー

ル
サ
イ
ド
の
剥
離
・
破
損
タ
イ
ル
の

張
替
え　
　
　
　
　

２
５
９
９
万
円

●
市
街
街
路
灯
取
替
工
事

　

佐
呂
間
市
街
地
の
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
（
３
カ
年
計
画
の
最
終
年
）

２
５
６
４
万
円

●
ふ
れ
あ
い
バ
ス
購
入
事
業

　

老
朽
化
し
た
富
武
士
線
バ
ス
の
更
新

２
２
５
８
万
円

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
全
町
共
通
商
品

　

券
発
行
事
業
補
助
金

　

年
２
回
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
ふ
る
さ

と
商
品
券
の
販
売
に
係
る
補
助

２
９
６
９
万
円 プール営業を終えた１１月頃から張替え予定

主
な
施
設
整
備

●
若
佐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

温
風
暖
房
機
改
修
工
事

　

老
朽
化
し
た
暖
房
設
備
の
更
新

５
２
２
万
円

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
風
呂
濾
過

　

器
取
替
工
事

　

風
呂
濾
過
器
及
び
自
給
式
ポ
ン
プ

等
の
取
替　
　
　
　
　

２
６
０
万
円

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
エ
ア
コ
ン

　

設
置
事
業

　

高
齢
者
の
活
動
拠
点
で
あ
る
施
設

の
熱
中
症
対
策　

  

５
１
２
万
円

活
力
あ
る
持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て

※令和５年度より、簡易水道事業及び公共下水道事業
　は公営企業会計方式へ移行されました。

●
町
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

　

業
務
委
託
事
業

　

防
災
情
報
の
追
加
・
修
正
に
伴
う

新
冊
子
の
作
成
及
び
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
の
構

築
業
務
委
託　
　
　
　

５
８
４
万
円

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置
事
業

　

協
力
隊
員
に
係
る
給
与
や
活
動
費

並
び
に
令
和
６
年
度
の
隊
員
募
集
等

に
係
る
経
費　
　
　

２
７
７
８
万
円

　

令
和
５
年
度
は
、
観
光
物
産
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
、
農
業
支
援
員

２
名
を
募
集
・
採
用
し
ま
す
。

　　

ま
た
、
本
事
業
と
は
別
に
、
本
年

５
月
か
ら
の
観
光
物
産
交
流
拠
点
施

設
の
開
設
に
伴
い
、
写
真
手
前
側
の

隣
接
す
る
用
地
購
入
及
び
駐
車
場
整

備
を
実
施
し
ま
す
。

そ
の
他
の
主
な
事
業

●
若
佐
歯
科
診
療
所
治
療
用
備
品

　

購
入
事
業

　

老
朽
化
し
た
治
療
用
ユ
ニ
ッ
ト
２

台
の
更
新　
　
　
　

２
３
０
１
万
円

●
サ
ロ
マ
斎
場
誘
引
排
風
機
修
繕

　

工
事

　

火
葬
炉
内
燃
焼
ガ
ス
を
屋
外
へ
強

制
的
に
排
出
す
る
誘
引
排
風
機
２
基

の
交
換　
　
　
　
　
　

５
５
０
万
円

●
佐
呂
間
小
公
園
遊
具
更
新
工
事

　

経
年
劣
化
し
た
当
公
園
遊
具
７
基

の
撤
去
及
び
新
し
い
遊
具
２
基
の
設

置　
　
　
　
　
　
　

１
２
６
５
万
円

●
浜
佐
呂
間
小
学
校
体
育
館
ト
イ

　

レ
改
修
工
事

　

洋
式
便
器
へ
の
取
替

３
１
９
万
円

●
佐
呂
間
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事

　

経
年
汚
れ
に
伴
う
壁
塗
装
や
床
洗

浄
及
び
照
明
等
の
改
修

４
４
６
万
円

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
備
等
更

　

新
事
業

　

経
年
劣
化
に
伴
う
調
理
機
器
等
の

更
新　
　
　
　
　
　
　

６
５
２
万
円

●
図
書
館
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

　

館
内
閲
覧
室
、
会
議
室
及
び
蔵
書

管
理
用
書
庫
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

７
４
１
万
円

観光物産交流拠点施設（佐呂間郵便局隣り）



令和５年 ３月定例議会号令和５年 ３月定例議会号

議会だより　134 号議会だより　134 号 ８９

オ
ホ
ー
ツ
ク
Ａ
Ｉ

推
進
協
議
会
負
担
金

　
　
　
　
定
額
５
万
円
の
と
こ
ろ

　
　
　
　

新
年
度
は
追
加
負
担
と

し
て
16
万
１
７
２
３
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
追
加
分
は

新
年
度
の
み
で
す
か
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
内
容
で
す
か
。

第１回定例会

・特集　まちの予算をみる　

　

　

　・特集　まちの予算をみる

第１回定例会

但木

　
　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

質
疑
の
中
か
ら

　

令
和
５
年
度
予
算
の

　
　

使
い
道
を
徹
底
審
議
！

　
　
　
　
こ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　

の
導
入
後
か
ら
現
在
ま

で
の
利
用
者
の
推
移
と
、
今
後
の

利
活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

髙橋

　
　
　
　

町
歌
に
つ
い
て

副
町
長

　
　
　
　

 

現
在
、
町
歌
の
一
般
的

な
使
用
は
な
く
、
式
典
な
ど
の
催

し
の
際
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
音
源
が
古
か
っ
た
た
め

数
年
前
に
佐
呂
間
小
学
校
の
子
ど

も
達
に
再
録
音
し
て
い
た
だ
い
た

も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
町
歌
を
広
め
て
い
く
こ
と
が
相

応
し
い
か
ど
う
か
も
含
め
、
今
後

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
課
長

　
　
　
　
　

ご
不
便
を
お
掛
け
し

て
い
ま
す
が
、
排
水
管
の
異
物
詰

ま
り
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
業
者

よ
り
雪
解
け
ま
で
作
業
が
で
き
な

い
旨
報
告
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

商

工

費

商

工

費

　

観
光
物
産

　
　
　

交
流
拠
点
施
設

　
　
　
　
現
在
20
名
程
の
児
童
が

　
　
　
　

利
用
し
、
新
１
年
生
で

利
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
児
童

が
５
名
程
い
る
と
聞
い
て
お
り
、

現
在
こ
の
教
室
の
指
導
教
諭
が
２

名
で
す
が
、
今
後
そ
の
体
制
で
対

応
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

三田

　
　
　
　
新
た
な
冊
子
を
作
成
す

　
　
　
　

る
と
い
う
こ
と
で
す
が

先
日
の
報
道
記
事
で
は
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
側
に
お
い
て
も
地
震
の
規

模
や
津
波
の
高
さ
な
ど
、
今
ま
で

以
上
に
大
き
な
数
値
が
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
新
し
い

情
報
が
掲
載
さ
れ
た
内
容
と
な
り

ま
す
か
。 渡辺

　
　
　
　

経
済
課
長

　
　
　
　
　

昨
年
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
で
、
学
習
の
一
環

と
し
て
高
校
生
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
発

信
の
研
修
・
体
験
を
行
い
、
そ
の

後
に
は
中
学
生
も
含
め
て
下
校
時

に
町
民
セ
ン
タ
ー
等
で
、
イ
ラ
ス

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
懇
談
と
い
っ
た
活

動
も
行
っ
て
お
り
、
新
年
度
も
こ

れ
ら
の
活
動
は
継
続
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
本
施
設
へ
来

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教

育

費

教

育

費

佐
呂
間
小
学
校

　
　

 

こ
と
ば
の
教
室

教
育
長

　
　
　
　

２
名
で
対
応
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実

が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、

新
年
度
は
特
別
支
援
教
育
の
免
許

を
取
得
し
て
い
る
教
諭
を
重
点
的

に
配
置
す
る
人
事
を
行
い
ま
す
。

総

務

費

総

務

費

企
画
財
政
課
長

　
　
　
　
　
　
　

 

追
加
分
は
新
年

度
限
り
の
負
担
金
で
あ
り
、
昨
年

度
ま
で
「
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
」
を

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
起
用
し
推

進
を
図
っ
て
い
ま
し
た
が
、
５
年

経
過
に
伴
う
素
材
更
新
の
た
め
の

経
費
で
す
。

民

生

費

民

生

費

　
　
　
　
戦
没
者
慰
霊
祭
に
参
加

　
　
　
　

さ
れ
る
遺
族
の
方
々
が

年
々
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
遺
族
会

と
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

但木

　
　
　
　

戦
没
者
慰
霊
事
業

保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　

 

遺
族
会
の
方
々

は
減
少
し
て
お
り
、
こ
の
３
年
間

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
間
も

事
務
局
を
通
じ
て
遺
族
会
と
式
典

の
話
は
し
て
お
り
、
現
在
も
遺
族

会
の
解
散
な
ど
と
い
っ
た
状
況
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
決
し
て
遺
族
会
の
解
散

　
　
　
　

を
望
ん
で
い
る
の
で
は

な
く
、
町
と
し
て
今
後
の
慰
霊
祭

と
い
う
も
の
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
、
町
民
全
体
で
慰
霊
す
る
こ
と

に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

但木

　
　
　
　

町
長

　
　
　
　

時
代
が
変
わ
り
、
遺
族

会
の
活
動
自
体
が
停
滞
す
る
こ
と

も
課
題
で
す
が
、
慰
霊
祭
の
開
催

に
当
た
っ
て
は
祭
典
委
員
会
が
主

催
者
で
あ
り
、
町
長
が
委
員
長
と

し
て
実
質
町
が
進
め
て
お
り
、
改

め
て
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や
平
和
の

価
値
と
い
う
も
の
を
未
来
に
継
承

す
る
意
味
で
も
、
私
は
今
後
も
開

催
し
て
い
く
考
え
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

　
　
　
　

紹
介
さ
れ
て
い
る
「
町

歌
」
に
つ
い
て
、
今
後
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

髙橋

　
　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　

 

令
和
３
年
４
月

に
導
入
し
、
本
年
３
月
７
日
現
在

で
の
登
録
者
数
が
44
名
で
あ
り
、

本
ア
プ
リ
を
通
じ
て
定
期
予
防
接

種
や
乳
幼
児
健
診
な
ど
の
情
報
を

登
録
者
に
お
知
ら
せ
し
た
り
、
逆

に
登
録
者
か
ら
の
子
育
て
相
談
等

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

今
後
も
有
効
的
に
利
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

衛

生

費

衛

生

費

子
育
て
支
援
ア
プ
リ

公
衆
ト
イ
レ
の
管
理

　
　
　
　
現
在
、
水
道
管
凍
結
等

　
　
　
　

の
影
響
で
若
佐
公
衆
ト

イ
レ
が
使
用
不
能
と
な
り
、
代
替

と
し
て
若
佐
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管

理
棟
ト
イ
レ
の
利
用
案
内
を
し
て

い
ま
す
が
、
間
に
合
わ
ず
ト
イ
レ

影
で
と
い
っ
た
状
況
も
見
受
け
ら

れ
不
衛
生
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

面

　
　
　
　

　
　
　
　
本
施
設
は
、
観
光
客
と

　
　
　
　

町
民
と
の
ふ
れ
あ
い
の

但木

　
　
　
　

副
町
長

　
　
　
　

 

町
で
は
、
公
衆
ト
イ
レ

の
設
置
基
準
は
な
く
、
そ
の
都
度

必
要
性
を
協
議
し
て
設
置
す
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
経
費
や
維
持
管
理

の
問
題
も
あ
る
た
め
、
様
々
な
場

所
に
設
置
を
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
仮
に
町
民
か
ら
是
非
こ
こ
に

設
置
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
多
く

の
要
望
が
あ
れ
ば
必
要
性
に
つ
い

て
協
議
し
ま
す
が
、
現
在
の
公
衆

ト
イ
レ
や
近
隣
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

の
位
置
関
係
を
含
め
て
も
、
今
の

と
こ
ろ
増
設
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
公
衆
ト
イ
レ
は
、
町
が

　
　
　
　

こ
の
場
所
に
必
要
で
あ

る
と
い
う
考
え
で
設
置
し
て
い
る

の
か
、
ま
た
要
望
が
あ
れ
ば
設
置

し
て
も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

但木

　
　
　
　

町
長

　
　
　
　

町
民
の
方
々
に
気
軽
に

来
て
い
た
だ
き
、
ま
ず
は
お
喋
り

を
す
る
と
い
う
よ
り
、
例
え
ば
こ

れ
か
ら
進
め
て
行
こ
う
と
し
て
い

る
「
ホ
タ
テ
シ
ェ
ル
ア
ー
ト
」
と

い
っ
た
貝
殻
一
つ
に
好
き
な
デ
ザ

イ
ン
を
す
る
体
験
な
ど
を
通
じ
て

も
っ
と
町
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
、
商
店
街
の
方
で
あ
れ
ば
店
先

に
飾
っ
て
み
よ
う
か
な
ど
、
ま
ず

は
そ
う
い
っ
た
呼
び
水
に
な
る
交

流
の
場
、
町
の
活
性
化
に
繋
が
る

よ
う
な
発
展
的
な
拠
点
と
し
て
活

用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

消

防

費

消

防

費

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

総
務
課
長

　
　
　
　
　

新
年
度
に
作
成
す
る

段
階
の
最
新
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

教
育
長

　
　
　
　

「
サ
タ
デ
ィ
・
ス
タ
デ
ィ
」

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
離
れ
た
時

間
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
達
の
ネ
ッ
ト
依
存
を
事
前
防

止
す
る
目
的
で
令
和
元
年
５
月
か

ら
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
に
７
回
開

催
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
令
和
２
年
３
月
か

ら
中
止
し
て
お
り
、
今
後
は
こ
れ

ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
目
的
に

適
っ
て
い
る
か
等
を
検
証
し
、
新

年
度
の
再
開
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
休
業
中
の
学
習
サ

ポ
ー
ト
は
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
家
庭
学
習
の
習
慣
化
を

　
　
　
　

促
す
た
め
、
小
学
生
を

対
象
に
土
曜
日
の
午
前
に
集
ま
っ
て

学
習
す
る
「
サ
タ
デ
ィ
・
ス
タ
デ
ィ
」

及
び
長
期
休
業
中
の
学
習
サ
ポ
ー

ト
に
つ
い
て
、
新
年
度
も
継
続
的

に
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

但木

　
　
　
　

ら
、
町
担
当
者
も
定
期
的
に
状
況

を
確
認
し
て
い
る
た
め
、
作
業
が

可
能
に
な
り
次
第
、
早
急
に
対
応

し
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

場
に
し
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
、

目
的
が
違
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
学
生
が
学
校
帰
り
に
集
ま
っ

て
話
せ
る
場
所
が
あ
れ
ば
と
い
っ

た
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ

う
な
活
用
が
で
き
ま
す
か
。

小
学
校
の
教
育
振
興

　
　
　
　
　

に
つ
い
て


